
北海道に生育するカラフ トモメンヅルについて

は じとめに

マメ科ゲンゲ属の一梅であるカラフ トモ

メンヅル (Asル隻影′%s 挽 ん冴lit・んθ冴グ T%竹 ―

zα′2′72θ歓ブ)は Gollcharov(1946)に よると、

北極地方のアナジリ、束シベ リアのアンガ

ラーサヤン (北部地方)、レナー ヨリマ (主

に束地方)、極束のカムチャツカ、オホーツ

ク、ゼヤーブレヤ、ウタ
ヾ
、サハ リンに分布

している。Schnlit(1868)に よるとアムク
ド

ン、ネ ミレンのアムールにも分布 している。

村III(1984)よ ると中国北束部の北部大

興安嶺ビス トライヤ河流域、朝鮮半島北部

の成鏡北道地域等、および 日本に分布 して

いる。日本での分布は古瀬義氏が 1979年 に

本州 ・栃木県日北中紺4寺湖畔千手ケ浜で採

柴 している。北海道の分布は菅原繁蔵氏が

1920年 に_上川支lj食中サ|1田丁、加テ係平八景卜氏が

1977年 に網走支庁湧別町 芭露で採集 して

いることが報告 されている。

杉本 (1978)に は本州 (日光)、亜寒帯の

湖畔、大場秀幸編「日光地区高等植物 目録」

(1986)にはカラフ トモメンヅル、山地帯 と

報告され、環境庁 自然保護局編 「亦直物 日録

1987」 (1988)にはカラフ トモメンヅルの和

名 と学名が、記載されている。

我が国における保護上重要な本直物種及び

群落に関する研究委員会種分科会編 「我が

国におけ る保護上重要 な植物種 の現状」

(1989)、通称 レッ ドデータブックにはカラ

札l晃T荷  松  井    洋

紋ガ叫郡進碓町  林    慶  志

フ トモメン ノ`
｀
ルは栃木 :日 光中禅も1湖畔

(絶減)、観光地化による白生地の破壊 とあ

り、北海道は絶減の危険がある危急種の一

本こに |)ストさ才している。

筆者 らは (松井・林、1991)、網走支庁遠

唯町湧別川 と十勝支庁古更Wrの十勝川支流

の名
i吏

川にカラフ トモメンゾルが生育 して

いることを確認 し、その新分布地 として報

告 した。その後の調査において湧別川の下

流域の_Li勇別町 ・湧別町、t当
=更

川の上流域

の1士中晃町にも生育していること、さらに 11

川支庁名寄市を流れる天姉川に生育してい

ることを確認 した。ここにカラフ トモメン

ヅルの分布域 と隣接するおユ物群の関連につ

いて述べ る。

調査日および調査結果

湧別川の調査は 1989年 8月 、1990年 6

月と9月 、1991年 9月 、1992年 8月 の延べ

5回 、音吏サ||の調査 は 1991年 8月 と1992

年 8月 、天塩川の調査は 1993年 7月 と8月

のそれぞれ 2回 である。

調杢方法はカラフ トモメンヅルが生育 し

ている近隣の植物 を記録 し、それぞれの植

物の頻度を求めた (写真、グラビア頁)。

その調査結果は湧別川の 3地 ″点 (上流の

湧別川ダム、中流の野上橋、下流のイワネ

大橋)と 音更川の 3地 ″点 (上流の西上橋、

中流の上幌新橋 ・音和橋、下流の駒場橋)
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において、カラフ トモメンヅルと隣接する

共通の植物梓 を頻度によって、 5段 階に分

けたのが表 11で ある。表 12は 湧別サ||と

苦更川だけに出現 した頻度の高いfrTjをまと

めたものである。表 1-1,2.の 出現種数は 25

科 71種 (うち帰化植物 ・移 入木は 22種 )

である。 さらに天塩川に生育するカラフ ト

モンンヅルと隣接 している植物群は表 2.

に示 した。出現種数は 14科 33梅 (うち帰

化植物は 21種 )で あるQ

考察

表 11の カラフ トモメンヅルと隣接する

植物群の最 も高い頻度 V(100%)祥 はヒメ

スイバ、 メマツヨイグサ、シロツメクサ、

2、ラサキツメクサ、ヒメジョオン、セイヨ

ウタンポポと帰化杭li物が 占めて、在来種は

オオヨモギ、コウゾ リナの 2続 のみである。

次にやや高い頻度IV(83%)群 でもナガノヽ

グサ、エゾノミツモ トソウ、オオアワガエ

リ、ヒメムカシヨモギ、マツヨイセンノウ、

ヤネタビラコと帰イヒ植物が とりまき、 Tl:来

種はツルヨシ、アキノキリンソウの 2梅 で

あるの高い頻度HI(67%)群 になると帰化

植物はエゾノギシギシ、カモガヤ、 タチオ

ランダゲンゲと減少 し、在来種はスギナ、

ミミナ ク
ヾ
サ、 クサフジ、 オ オバ コ、 ォ トコ

ヨモギ、ウシノケグサ と増力||して くる。

カラフ トモメンヅルと隣接する本直物に帰

化植物が多いことは、前臣1の湧別川の調査

(1991)で出現植物 59種 の帰化率は 33.9%

と高かった。今回の調査の表 11,2に よる

出現植物 71柾 の帰化率は 31.0%で あ り、

出現植物が多い分やや低 くなっている。た

しかに帰化率は高いが、多摩川中流域にお

ける帰化植物の害1合は、河原で 29.3%、 オ1

手で 21.4°/。を占めていることを考えると

河原での帰化卒 としてほぼ同じといえる。

ただ表 2の 天塩川に生育するカラフ トモ メ

ンゾル と隣接す る帰化率 は 63.6%と 非常

に高い。これはカラフ トモメンヅルの株 と

直接に隣接 している梅4/」をとったからであ

る。前回の湧別川でカラフ トモメンゾルを

主 としたコー ドラー ドをとった調査では、

10方 形 枠 の 出現 種 は 18凝 で 帰 化 率 は

44.4%と 高かったのこの ときの植 被率 は

65～95%で 玉F均 81°/。、1方 形枠の出現種は

6.4柿であるの天塩川の調査ではカラフ ト

モメンゾル と隣接す るlll柾現はSF均 10,7

柿 とやや高い。これか ら考えるとカラフ ト

モメンヅルと1擁接する楠物は平均 9析 でこ

の半数は帰化植物がェliめ周辺にヤニ踏をしてい

る。

カラフ トモメンヅルの生育環境は河原の

砂礫サ也か ら大ノ1 のヽ石が コ`ロゴロしているよ

うな礫地に生育 していて、他の布成物が生育

しに くいイく安定な環境である。河原は春先

の融f期 の増水、大雨や台風の洪水による

破壊作用の うける所であ り、さらに護岸、

築堤、河川改修などの工事によって、人為

的に槍乱される環境でもある。村田(1988)

によると、人為的な環境の変化で、まず消

えてい くのは在米種であ り、在来種が消え

ていったあとへ帰化植物が生えて くるとい

う。このことからもカラフ トモメンヅルの

周囲には帰化植物が多く生育し、これが環

境圧 となって競争関係にあり、而jえて生育

していることが観察される。

ク
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オ
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タ
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表 1- 1 ン
群
群

メ
度
度

モ
頻
頻

卜

い
い

フ
高
低

ラ
も
や

力
最
や

ヅルと隣接する植物群
V,や や高い頻度群,
II,低 い頻度群 I

(湧別川 と音更川に生育す る共通柾)
IV 高 い頻度群  HI

*にlj  帰化植物

名fFl

i勇 "1 )|| 更

頻度(?る|上
流

中

流

下

流

上

流

中
流

下

流

カラフ トモ メンヅル

ヒメス イバ*

z、ラサキツメクサネ

シロツメクサネ

メマ /`ヨ イク
ヾ
サネ

オオヨモギ

ヒメジョオンネ

ヨウゾ リナ

セ イヨウタンポポ*

マツヨイセンノウ*

ェソ
｀
ノミツモ トツウホ

ヤネタビラコ*

ヒメン、カシヨモギ
*

アキ ノキ|)ンソウ

ツルヨシ

ナカ
f ^ク｀

サホ

オオアr 7カエ リ*

Astragalus Schelichovil

Rulllex Acetosella

■
｀
rif()li11lll pratense

Trifoliunl repells

Oenothera bienllis

Artenlisia montana

Eriger()n alllluus

Picris hieraciOdes subsp.japonica

Taraxacull■ officinale

lhrlelandrytlila noctiflorulll

l)otelltilla llorvegica

Crepis tectorulll

EriAFerOn Calladensis

Solidagoヽ
rirgaurea subsp.asiatica

Phraglllites jap()1lica

I)Oa pratellsis

I)hleLllll l〕ratellse

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一

・

・

十

十

■

・

・

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

+―

|

十

■

十

一

十

」―

十

十

十

+

+―

十

十

+

|

十  十  十

十  十  十

十  十  十

十  十  十

十  十  十

十  十  十

■  十  十

十  十  十

■  十  十

十  十  十

十 十  十

十  ・   +

・ 十   1

+   十   ・

十  十   十

十  十  十

十  十  十

V

( 1 ( ) ( ) )

IV

十ぷ3)

スギナ

ェ ゾ ノキシギシネ

ミミナ ク
ド
サ

クサ フジ

オオ/ コヾ

オ トコヨモ ギ

カモガヤ *

ウシ ノケ ク
ヾ
サ

タチ ォラン タ
｀
ゲンゲ*

E(luisetLllll arrellse

IRLinlex(〕btusif()liLiS

Cerastiunl fontalllllll StibSp.triviale

var.a11質ustifoliunl

V i c l a  C r a c c a

l)lantago asiatica

Artelllisia japollica

Dactylis質 1()11lerata

Festuca ovilla

■
｀
rifOliulll hybridulll

一　
十

十

　

十

一　

十

十

　

十

十

十
　
一　
ｒ千

■

十

一

十

十

十

十

ネヨヤナ キ

オノエヤ十 ギ

エツ
｀
ヤマ⌒キ

ツルウメモ ドキ

イタドリ

z、シ トリナデシヨ

ンロザ

アキタブキ

ン、ラサキエ ノコロ

フランスギク*

ナワシロイチゴ

ソ`ユ クサ

Salix gracilistyala

Salix sachalillensis

Iッespcdeza bic()k)r

Celastrus orbictllattis

I)()lygく)ntilll CuSpidattllll

 `    Silene 2へrineria

Chenopodiulll altibLllll

l)etasites iapollicus sLlbSp gigalatells

クこ`け  Setaria viridis var nllll()rf()rnla lalisera

Chrysanthenlunl leucanthenauin

Rubus parrifollum

Collanlelina communis

十

十

十

」

十

十

+‐

十

十

十

十

十

一十

十

十

十

十

■

十

- 1 7 -

十

十

　

十

十  ・

十  十

十  十

十  十

十   ・

1 1 1

( 6 7 )

十

十

　

・
　

一

十

十

十

十

・

一

・  十

・  十

・  十

十  十

・  十

I I

( 5 ( ) )



ゲンノショウコ

キジムシロ

スカシタゴボウ

アカザ

ドロヤナギ

オオバヤナギ

クサ ヨシ

ウ ド

タラノキ

オオイタ ドリ

セイタカウコギ
*

(アメリカセンダングサ)

オオイヌタデ

ウスバヤブマメ

エゾノキツネアザ ミ

ハルザキヤマガラシ*

ノミノフスマ

Geranium Thunbergii

Potentilla fragarioides var.major

Rorippa palustris

Chenopodiunl alubtlm
varo centrorubrulll

Populus帥 質axinlo、vizii

Toisusu Urbaniana

I)halaris arundinaces

Aralia cordata

Aralia elata

Polygonus sachalinense

Bidens frOndOsa

Polygonus lapathifoliunl
subsp.nOdOsun■

2生n■phicarpaea Edge、 vorchii
var.trispern■a

Breea setosa

Barbarea vulgaris

Stellaria 2へlsine var.ntldulata

十

十

十

・

十

十

十

一十

十

十

…

十

十

十

十

十

十

丁

・

・

十

十

・
　

・ I

( 3 3 )

表 1-2.カ ラフトモメンヅルと隣接する植物群(湧別川と音更川だけに出現する種)

下
流

ヨゴメハギ
米

カラマツ*

シラカンバ

サルナシ

ヤテグモ

カラハナソウ

エゾノキ リンソウ

ヘラオオバ ヨ*

オ トコエシ

カワラハハ コ

ススキ

オニノゲシ*

帥生elilotus alba

Lalix Kaelmpferi

Betula platyphylla var japonica

2生ctinidia arguta

Fraxlllus nlandshurica var.japonica

Hunlulus Lupulus var.cordifolltts

Sedulll kallltschaticun■

Plantago lanceolata

P a t r i n i a  v i l l o s a

Anaphalis lllargaritaces
subsp.yedoensls

N質iscanthus sinensis

Sonchus asper

メドハギ

ミヤヨグサ

ケショウヤナギ

オ トギリソウ

タチツボスミレ

Lespedeza cuneata

Lotus corniculatus var,japonicus

Chosenia arbutifolia

Hypericulll erectum

Vlola grypoceras

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

*印  帰 化植物 ・移入木
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む しろ、カラフ トモメンゾルと隣接 して

生育 している在来種に注目すると、 2年 事

のコウゾ リナ、多年草のオオヨモギ、アキ

ノキ リンソウとキク科が 占め、比較的流水

の近 くにはイネ科で多年草のツルヨシが生

育 している。これらより頻度が 下がって く

るとマメ科のクサフジ、キク科のオ トコヨ

モギ、 イネ科のウシノケグサなどの多年草

が混生 している。

音更川流域だけに出現する種で注 日され

るのは、マ メ科の多年車であるメ ドハ ギと

ミヤ コグサ、ヤナギ科で落葉高木のケショ

ウヤナギである。ケショウヤナギは 同あた

りのよい河岸の砂礫地に生えるといわれ、

この幼樹 とカラフモメンツ
｀
ルが隣接 して生

育 している。ケショウヤナギの国内分布は

北海道 と本州 (長野県_上高地 と梓川下流)

に生育する、隔離分布の一種である。カラ

フ トモメンゾルも北海道 と本州 (栃木県)

に隔離分布 している、 と 考えると同 じよう

な生育環境に適応 した遺存種 といえる。

カラフ トモメンヅルと隣接するオ直物梓の

表 11,2に 出現す る 71種 の科別 を調べ る

と、上位か らキク科 14種 、マメ科 10種 、

イネ科 8種 と続 きこの 3科 で 45.1°/。と高

い割合 を占める。 こ のことは村田 (1988)

によるとイネ科、マメ科、キク科などt進化

段階の高いグループに属する種は厳 しい環

境の ところほど高度に耐性 を持って進化 し

た種が分布 している、 という。この事か ら

して、上記 3科 の植物が多く生育 している

ことは理解 される。すなわち、マメ科のカ

ラフ トモメンヅル自身も河原の砂礫地 とい

う厳 しい環境に耐える性質がそなわってい

るのである。さらに、カラフ トモメンヅル

の根系が地中深 く網 目状 に発達 した根 に

は、空中空素固定をする根粒細商が共生 し

ているので、空素分の乏 しい貧栄養の砂礫

地で も生育す る特性 を備 えているのであ

る。

北海道での生育状況

カラ トモメンヅルが名寄市天塩川に生育

していることを確認できたきっかけについ

て述べる。加藤平八郎氏の私信 (1990年 8

ナ1)で 、北海道立理科教育センターで指導

主事 をしていた時(1975-1985年 )、名寄方

面で採集 された もの と記憶 しているが、

九drragat″sψ .が送 られていた、との情報 を

得ていた。ただ名寄方面 というだけで具体

的な地名が不明なので、探策できないでい

た。 ところが、本間 ・畠山 (1988)に よる

と天塩川 ・名寄川の合流″点付近で淡黄色の

エゾモメンゾルを採集 し、さらに天塩岳に

た くさんの白生を発見した、 とある。エゾ

モメンヅルの花の色は紅紫色であ り分布地

は北海道 (北見 :斜里岳および知床半島)、

千島 (エトロフ、ウルップ)に 生育する粧

物 となっているので、興味を持った。さっ

そ く1993年 7月 に名寄市に現地入 りし天

塩川流域 を探策すると、名寄大橋 と恵南橋

のほ↓F中 間地点の右岸に、カラフ トモメン

ヅルが 41個 体生育 していた。菅原氏が中川

町でカラフ トモメンヅルを採集 したのは天

塩川流域の可能性が高いことと、加藤氏の

情報によって、天塩サ|十流域に生育 している

ことが新たに確認できた。 さらにこの 8月

には天塩岳に登山をしてマメ科ゲンゲ属の

和
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植物が生育 していないか と、前天塩岳 (1540

m)、 天塩岳 (1558m)、西天塩岳 (1465m)、

天塩円山 (1433m)の ピー ク周辺 と登山路

沿いを隈な く散策するが生育の確認はでき

なかった。

さらに、ゲンゲ属の一種であるモメンヅ

ルの分布 と生育環境を調べている中で、北

見市在住の松木恒男氏が採集 した情葉標本

のうちに、カラフ トモ メンヅルの標本 を

持っていることを知 った。その標本 リス ト

を送って もらったの をここに紹介す る。

1965。8.6採 集 ;空知 支庁幌加 内町朱鞠内

湖畔、1971.7.12と 1972.6.5採集 ;網走支

庁津別 町上 里 天神橋 た も と道路 わ き、

1977.7。31採 集 ;網走支庁常呂町栄浦サ ロ

マ湖畔内陸側、1984.7.2採集 ;網走支庁端

野オホーツ クの森、1986.6.13採集 ;端野

町スキー場わ き、1988.5。23採 集 ;北 見市

美里 ク トンエ コロ沢、1990。6.23採集 ;網

走呼人網走湖畔の道路わき、以上 17点 の標

本がある。その内端野オホーツクの森で採

集 した標本は、当時神奈川県立博物館学芸

員の大場達之氏にカラフ トモメンゾル と同

定を受けた(1984)、とのことである。(証 ;

この内容は、北網圏北見文化センター、1994

年 5月 :収蔵 目録第 1集 、植物標本資料 目

録 (離弁花類)と して発刊 された。)

また、当時北海道興部高等学校教諭の合

田勇太郎は十数年前になるが、遠軽町瀬戸

瀬の湧別川の斜面に、カラフ トモメンヅル

の小群落があった。その群落内には帰化植

物の混生はなかった。数年後に分布地の斜

面はブルで切除され、礫地 となり、カラフ

トモメンヅルは一部 しか残っていなかっ

た。なお標本は同定を受けたものが 1点 あ

る、 との情報 を頂いた (1992年の私信)①

これまでのことか らカラフ トモメンツ
ヾ
ル

の北海道の分布は、天塩川流域 (名寄市 ・

中川町)、湧別川流域 (遠軽町 ・上湧別町 ・

湧別町)、音更川流域 (音更町 ・士幌町)、

朱鞠内湖畔、サロマ湖畔 (三里浜 ・芭露 ・

栄浦)、網走湖畔 (呼人)、網走)||の支流津

別川流域 (津別町)、端野町から網走町にか

けての丘陵地にある国有林 オホーツ クの

森、端野町スキー場、北見市美里の国有林

内のクトンニコロ沢に生育 していることが

判った。

今 までカラフ トモメンヅルの生育環境は

河原や湖畔の砂礫地～礫地に生育 している

と考えていた。 ところが、松木氏が採集 し

た生育環境は国有林の林道、スキー場わき

など、人工的に処理 してできた、明るいや

や乾燥 した道路 ぎわに多く生育 していた、

との教示 を得た。4211え、人為的であれ礫地

状の環境があれば生育できるようである。

村田 (1993)に よると、ゲンゲ属のよう

に裸地に適応 した本直物は被陰の耐性は極め

て弱い、 という。この事からカラフ トモメ

ンヅルは他の植物が生えに くい礫地に生育

し、他の植物 との競争を避けて生活 してい

ると考えられる。一方、1989年から遠軽町

野上橋でカラフ トモメンヅルの生育調査 し

ているが、1991年の夏に調査地一帯のカラ

フ トモメンゾルカ斗占死 していた。特に、良

好に生育 している株ほど枯れていて、掘っ

てみ ると太 さ l cm位 の主根 は朽 ちてい

た。稀であるが、前年度の株 より新 しい茎

を出して茨果をつけている個体 もあるが、
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その茎の数 も少な く衰退 していた。良 く観  謝 辞 本寸

祭すると枯死 した親株の周囲には実生で生   元 京都大学村田 源 氏にはカラ トモメン

育 した幼市期のカラフ トモメンヅルが生え  ヅ ルの種の同定ならびに、論文の提供など     大

てきていた。む しろ、築堤法面よりの雑革  多 くの教示 を頂いた。元帯広市立川西中学

と混生 している小 さい株のカラフ トモメン  校 加藤平八郎、元北海道岩見沢高等養護学     大

ヅルの衰退はみられなかった。松木氏の私  校 合田勇太郎、元津別町上里小学校松木1亘

信の中で、北見市 クトンエコロ沢で採集 し  男 の各氏にはカラフ トモメンヅルの生育地     大

たのは平地 より林道に入る入回の道路わき  お よび生育環境に関する情報 を頂いた。こ

で採集、その 2、 3年 後その林道より枝分  こ に諸氏に対 し深 く感謝の意を表 します。     sc

かれした新 しい林道ができたと思ったら、

その道に沿って両側に数十 cmに も育った

た くましいカラフ トモメンヅ
｀
ルがびっしり  引 用文献

と生えていたのですが、どうしたことか現   Goncharov,N.F.、 1946:Flora of the U.

在は殆 ど姿をみかけません。やがて消減す    S.S.R.Vol.Xll、 Leguminasae

る傾向がある、 との情報を得た。なぜ この    Astragalus 436。 (英語版)

ようなカラフ トモメンヅルは急激な衰退が  本 問尚治郎 ・畠山好雄、1988:北 の薬用植

起こるのか、まだはっきりとした原因はわ    物 、名寄叢書第 8巻 i215-218

からないが 自生地で観察されている。    環 境庁 自然保護局編、1988:植 物 目録一

ともあれカラフ トモメンヅルの北海道で    1987-!81・ 260・524.環 境庁

の分布域が僅かながら判明 してきたが、道  川 名国男 ・市田則孝、1981:河 川の生物観

内においては稀少種にかわ りな く、絶減の    祭 ハ ン ドブックーー 河川の生態学入     ャ

危険がある危急種に リス トされている。本    門 ―― :334p.東 洋館出版社        ||

州でただ一カ所生育 していた中禅寺湖畔千  北 村四郎 ・村田源、1979:原 色 日本植物図     ′
ヤ

手ケ浜がキャンプ地のボー ト置場になった    鑑 ・木本編 II:336-337.保 育社

時、カラフ トモメンヅルは絶減 したといわ  松 井洋 ・林廣志、1991:湧 別川に生育する

れている。野生生物の種の保全について話    カ ラフ トモメンヅルの分布状況 と形態

題になってきているいま、人為的な乱開発    的 特徴について、知床博物館研究報告      ‐ ‐

による絶減だけは避けるべ きだ と考える。      13:13-20                       1'

河川や湖畔の護岸 ・築堤 ・改修 ・架橋工事  村 田 源 、1984:植 物分類雑記 15.74.カ ラ

さらに林道工事などにおいて、せめて工事    フ トモメンヅル、植物分類地理。35:

前に生育 している植物は工事後にはそっく    34-36

り元に戻 して、現在の自然植生を守るとい  村 田 源 、1987-88:日 本の本直物相 ―― そ

う工事法が徹底できないものかと願ってい    の 成り立ちを考える一― :1-18、 日

る。                      本 の生物 1-2巻
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